
絵掃きのノチヤ

か書芸し、試補にとても鱗で繕い韓がいました。筏は、警務や
絵画がとても好きでしたが、非常に意擬な鞋緒をしていました。ある

旨、猿は、ほかの茜の筆様や芙櫨を邁え入れるための突端が串英にあ

る薪しい富嶺を蓮らせました。そして、その難講に、繊な絵、これ

までに見たこともないような雇を崩塑しました。

そこで、よい苗蒙を摸すために猿の領主窒樺に鰭を選りました。

使者は置畠の酵にまで描きました。案縮ま繍なものでした。

絡ま絵を諾くためにまるまる葦弊もらい、その1猟端も支謎う
㌶黄がなく、雑、飲み揚吉報、絵の具など登積なものはすべて董帯

が多端することになっていました。きっかり1年が経ったときに、童帯が

親しい嘗磯に脊き、誰に尖ってその絵が気に入れば、すぼらしいこと

に、絡まそれ艶措く絡まなく辛ぬまでの塙を競ってもらい
ます。しかし、もし童帯が雇を気に入らなかったら、苗蒙はその易で晋
をはねられることになっていました。

置畠には鰐拐帯蒙たちがいましたが、その菜群を高くと、だれも妻

け入れようとはしませんでした。端かったからです。「もし童嵩が薯の

恵を気に入らなかったら．‥腎－ま晋をはねられる。なんて懇ろしいこと
だ．‥」

こうして鰭は、ある岩さな静で案裾を受け入れたひとりの苗蒙を見

っけるまで、置畠の龍岩こまで造りました。

彼はノチャという等瑞で、とても感じのいい人でした。彼に再び、

秦鶴漁り遺して雇えられると、繊ま自賛ならできるから定龍はいらな

包括は続きのノチヤとともに嘗嶺まで行き、予轢するその年に垂ら

すことができるように準鰭された岩さな蒙を繊こ見せました。養輩も羨

み挑瀧も鞄こありました。足りないものがあればそのよう喜

うだけですみました。そしてまた、筏は絵を講かなければならない大

輔に楽節されました。伝藷はぴったり1軍産に鼻糠が島れますよと葱

を挿し、絨さのノチヤに競れを告げました。
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叢茄の3号端が過ぎ、童帯は絵のことに毒舌芯を覚えました。「鶴き

のノチャはどんな主題を選んだdだろう？雇はどうなっているのだろ

う。」そこで、後は韻書させようと三人の慮藷を薪たな嘗殻に選りまし
た。

債諸が突端に尖ると、誰も見つけることができませんでした。

禾忠義なことに、堕は莞茎に真っ旨でした。絨さのノチヤを探しまし

たが、見っけることはできませんでした。「なんて等妙なことだ。」と

鰭は慧いました。

嘗殻に薫り、童帯に韻書しました。董帯は伝藷の韻書を南くとたいそ

う驚き、怒るべき整うか、どうすべきかわかりません・でしたoしかし、

「待とう、まだ9ケ月残っている。」と言いました。

覿椴の単年龍となったとき、「台桜こそ、なにがしかの絵を見ること

ができるだろう。そうでなかったら、完成させる時間はないだろう。」

と董帯は署えました。肯び、恵の擬請を縫藷するため三人の包括を選
りました。

鰭が突端に尖ると、馨は莞茎に真っ旨なままでした。肇を入れた

あともなければなにもありませんでした。拳筒は、蒙で藷かに馨を謹

んでいる急患きのノチヤを見っけました。

鰭は震って董討こ韻書をしました。童帯は、台叢こそ怒り出しまし

た。「きっと、あの鶴さのノチヤは奈のことを笑いたいのだ。」と言

いました。「だが、誰が叢黍に笑うのか、じきにわかるだろう。」そし

て、「まだ窃芳ある、春とう。」と存け競えました。

あと声帯というところで、童帯は寄び三人の鰭を選りました。い

っもと講じ、壁は莞茎に貴っ旨で、今桜は絵措きのノチヤは基護をして

いるところでした。童帯は、覇慈しました。

l挙となる旨がやってきました。董帯は黄土12著言覇瀞献諸とと

もに、薪たな嘗嶺へと品かいました。高屋に尖ると、業の雷、壁は真っ

旨でしたo窟ちに絨きのノチヤが喜び畠され、韓は筏に言いまらしたo
rおまえ中綿も薯を契っていたんだなoが護、おまえを笑っ

てやるのは余だ。」と輯びました。「晋をはねよ！」

「ぉ緩いです、ちょっと、ちょっとだけ養ってください。」と緒き
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のノチャが言い返しました。「30分だけです。」

譲親さのノチャは筆を茂り、龍に鼻音な寵を講き始めました。すぼ

らしい。董帯は、講熊のものを見たことはありませんでした。たった30

「驚いたoお書の勝ちだな。望楼かないでいられるぞo」と

童帯は蒲楚して言いました。「だが、教えてくれ。どうして30分でこの

絵を講くことができたのだ。」と童帯はネ忠義そうに等ねました。

鶴きの空ヤ私室帯とともに自助蒙に若き、叢けてぐしゃぐし

ゃになった紙片でいっぱいになっている簾を見せました。

下郡ま、毎日、この緋に緒を諾いておりました。しかし、蒲楚で

きずに譲ってしまいました。このように1盲1技365もの寵を緒くまでに

なりました。そのため、重商は30第で欝を諾くことができたのです。」

と続きのノチヤは嵩誠しました。

「ぉめでとう、おめでとう」と童帯は言いました。

－めでたし、めでたし、これでおしまい。

墓蔚
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